
書式第 12号 (法第 28条関係 )

2022年度 事 業 報 告 書

特定非営利活動法人 学校をつくる会

1 事業の成果
1993年秋に「カンボジアのこどもに学校をつくる会」として発足した当会は、2022年 9月 で 29年 目に
入った。1年で 1棟を目標に始まった学校建設の総実績は着工済校舎を含めて、2022年度末時点で 390
棟となった。その中で、近年はタイやベ トナム国境付近の遠隔地域の学校建設に携わるなど、当会の支

援地域はカンボジア 25地域中 20地域まで広がっている。ソフト面では、当会の長年にわたる支援と働
きかけが 1要因となり、カンボジア教育省は、2018年 より開始したカリキュラム改訂に併せ、小・中学
校に週 1時間の芸術科目の授業時間を設けることとした。当会は、JICA草の根技術協力事業として 2016

年 3月 に採択された 「初等科芸術教育支援事業」を同年 8月 より開始し、カンボジアの全ての子どもた

ちが学校で質の高い芸術教育を受けられることを目指し、カンボジアの教育省 。芸術省とともに活動を

おこなってきた。同事業は 2022年 2月 に完了、2022年度はタケオ州におけるパイロット事業を実施した。
当会は、2004年 1月 1日 付けで 19番 目の認定 NPO法人として国税庁より認定された。2018年度に認
定の有効期間の更新を東京都に申請したところ、2019年 2月 24日 に認可され、向こう5年間の資格を継
続できることになった。この結果、当会は寄付金控除の特典を得られる領収証を継続 して発行すること

が可能となっている。

2022年度は、学校建設事業、教育支援事業、ボランティア派遣事業、災害救援復興事業、啓蒙活動事
業と、これらを支える組織運営面の諸活動について、コロナ禍により中止及び活動範囲や規模の縮小を

余儀なくされる部分もあったが、その中で比較的順調に実施することができた。

今年度の各事業の主な実績は以下の通りとなる。

1-1 学校建設事業の主な実績
(1)カ ンボジア

①校舎、付帯施設の建設

本年度はカンボジア 3州に、小学校 4棟 10室、校舎補修 1棟 5室、 トイレ4棟 14室、手洗い場 10
基を建設した。これにより、カンボジア国内での校舎建設数はカンボジア 20州で 370棟 (着工済校舎

を含む)と なった。カンボジア国内の小 。中学校は合計 9,104校あり、その中で当会は支援校 296校

(約 3.2%)の支援に携わっている。

建設累計 支援学校名 社 域

■ _|■ |.

生徒数 歿 責教
1■ 含 トイレ

手洗場 違 具
糠 薇 室

364 タナ ック中学校 バ ッタンバ ン州 283

365 トンプ ミエ ン小学校 コンポンスプー州 245

366 オ ンクロー ン小学校 バ ッタンノ` ン州 353 75

367 トラッピャン ドン小学校 トゥボーンクモム州 216 50

付帯設備 ベ ンチ ヨンワール小学校 パッタンバン州 100

付帯設備 ブレイパアオ小学校 バッタンバン川 123

付帯設備 トゥー ル ス ノ ー ル 小 学 校 バッタンノ` ン州 142

付帯設
`i薇

ボー トム中 ‐高等学校 スワイリン川 1622 62

付帯 設備 バイ ドムラン小学校 バッタンバン州 212

付帯設備 バ イ ドム ラン中学校 パッタンバン州 467 28

校舎補修 コンターナン小学校 コンポンチ ャム州 1513 (1) (5)

付帯設備 ロー小学校 コン′

'イ

ンチャム州 193 25

付帯設備 ブレイス ノール小学校 プレイベン州 193

付帯設備 コンポー ト小学校 コンポ ンチャム州 285

2022年 実績 5,947 180 10 14 159 10

368 ポチバラン小学校 プレイベン州 438 11

369 チ ョーチュ レイ小学校 クラチエ分| 112

370 オ ンクナー小学校 コンポンスプーリ.11 497 10

*364の 机、格 子 は 日本か らの リサ イ クル品 を 160セ ツ ト寄贈。教師用 4セ ッ トのみ現地購 入
*実績 の ()内 の数字 は、既 存施 設 の補修棟数 と室数 を示 します。 2022年 の実績 には加算 され ませ ん

*368‐ 370校 目は 2022年 度 内 に来完成 の ため、実績 は 2023年 度 に加 算 され ます。
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②「江東区」及び「江東区海外リサイクル支援協会」との連携で中古机・椅子を輸送

200セ ットのうち 160セ ットをバッタンバン州のタナック中学校に、残り40セ ットをプノンペン都に

あるクバルチュオイサクラ小学校に寄贈した。また、2023年度の寄贈に向け、関係者のみで椅子と机

170セ ットを修繕し、楽器と寄贈ュニフォームの積み込みを行った。

③衛生教育

2022年度は、 トイレ4棟 14室、手洗い場 10ヶ所を建設した。

(2)ネパール

ネパールでの学校建設は、2022年度末までに合計 19棟 80教室を贈呈することができた。

1-2 教育支援事業の主な実績

(1)初等科芸術教育支援事業

2017年から2022年に実施された JICA草の根パー トナー型「カンボジア王国 初等科芸術教育支援事業」

では、第一版の教科書、指導書の作成や トレーナーの育成等を行った。事業は 2022年 2月 に完了したが、

コロナ感染拡大による学校閉鎖や行動制限等により、一部の事業が延期を余儀なくされた。感染症の状

況が落ち着いた 7月 に、パイロット事業地であるタケオ州にて、教科書の配付やモニタリングが再開さ

れた後、続いて 11月 には教員向け研修会の実施、2023年 2月 には各小学校でモニタリングが実施された。

2023年 4月 には、モニタリングの結果を受けて研修内容を考え、タケオ州の小学校を会場にフォロー

アップ研修を実施する予定となる。ナショナル トレーナー*の研修指導力向上とタケオ州の小学校教員の

授業指導力向上を目指す。

■タケオ州の各小学校への教科書配付

感染症の拡大が収まった後、各小学校 4校へ児童用教科書と教師用指導書の配布を行った。配布時に

は、指導書や教科書の基本的な使用方法を説明し、質疑応答の時間も設けた。各学校で教科書を元に授

業を実施 してもらい、動画や写真でその様子を報告してもらった。この結果は第一版の教科書改訂に用

いられる。

■タケオ州初等科芸術科教育指導法研修会

タケオ州教育局にて美術・音楽それぞれ 4日 間の研修会を実施 した。 4校の小学校から各学年 1名 の

教員と校長、郡や州の教育局職員が参加し、ナショナル トレーナーによる指導を受けた。

感染症拡大前に 1年生から3年生の学習内容についての研修は終了していたため、今回は 4年生から 6

年生の学習内容について実施した。

参加者は、ナショナル トレーナーによる模擬授業に児童役で参加 したり、グループごとに指導案を作

成し、代表者が模擬授業を行ったりと、とても積極的に参加 していた。



■鑑賞領域の研修会を実施

1月 から2月 にかけ、3日 間の日程でナショナル トレーナー対象の鑑賞領域の指導法研修を実施 した。
1日 目は日本の指導法を児童役になって体験してもらい、 2日 日は CCHの児童を前にカンボジアの題材
で行 う授業を参観 してもらった。3日 日はナショナル トレーナー 2名 が作成した指導案に基づき CCHにて

授業実践をした。

■ タケオ州での授業モニタリング

2023年 2月 に対象校 4校の授業モニタリングを行った。ナショナル トレーナー、教育省職員と共に、
教員が第一版の教科書 。指導書を使用して児童に指導する様子を参観 し、そこで気づいたことを元に、

改訂に向けた協議を行った。

(2)フ ォローアップ事業

これまでにカンポット・スバイリエン州で実施 した美術教育支援パイロット事業、そして、プレイベ

ン州のコンポントラバイク郡で実施 した音楽教育パイロット支援事業。これらの対象地において、郡の

教育局や対象校が、それぞれ自分たちの手で美術・音楽活動を継続 していくために必要とされる支援を

継続している。また、指導者がいながらも、楽器の不足で音楽の授業の実施が難 しい学校や教育機関な

どへの楽器寄贈も、幅広く行っている。

○音楽  (プレイベン州コンポントラバイク郡)
【音楽講習会および郡や対象校による音楽イベントの開催支援】

新型コロナウイルス感染拡大により、集会が制限されたことから、学校主催のイベント開催は見送ら

れた。2023年度は、コロナ禍での新たな活動の形を対象地域や学校と協議していく予定になる。

○美術  (カ ンポット州、スバイリエン州、プノンペン都)
【美術の授業の継続、自校開催の絵画展などを目的とした画材の寄贈】

カンポット・スバイリエン両州の 32校における美術の授業の継続、ならびに自校開催の絵画展の実施

を側面支援するために、画材の寄贈を実施しました。

【第 10回 ミツバチの一枚画コンクール】

い山田養蜂場様が主催する当コンクールに、今回はプノンペンにあるCCH(P14)と カンポット州、ス
バイリエン州の学校から子どもたちが参加し、計 4名 が海外部門で入選した。

○楽器寄贈

【地域や学校への楽器寄贈】

リクエストの届いた各州の教育機関への楽器寄贈を行った。寄贈に際しては、器楽の指導を行える指

導者がいること、具体的な指導計画と時間が確保されること、楽器の使用や管理の持続性が考慮されて

いることなどを確認している。

(3)CCH・ アー ト・プロジェクト

本事業は、ローラ・ワール ドスカラシップ基金の支援により 2015年より実施している。子どもたち
が想像性や感性、創造力、表現力などの資質能力を発揮できる場を提供することを目的とし、様々な自

己表現活動を実施している。

○アー トクラブ

毎週金曜日をアー トクラブの日として、美術や音楽に関わる様々な表現活動を行っている。

今年度は、参加した子どもたちに Nom Popok*様が製造した栄養価の高いお菓子を提供している。月 1回

行われる栄養指導教室では、読み聞かせやゲームが行われ、子どもたちはとても楽しみにしている。

*NomPopok(会 社):カ ンボジアの抱える社会問題の一つである栄養不良の改善のため、お菓子を通して

栄養や健康的な食生活について伝える取り組みを実施されている。



OCAP Festiva1 2023の 開催
2月 末に 3年ぶりとなるフェスティバルを開催 した。来場者参加型のワークショップや、日頃の練習成

果を発表 したステージパフォーマンス、作品の展示等を行い、当日は多くの方にご来場いただき、子ど

もたちはとても嬉しそうな様子だった。。

(4)児童養護施設 (CCH:幸せの子どもの家)支援
支援は 20年目に入り、在籍する子どもの数は 2023年 3月 末現在で 34人になった。2022年度も年間を

通じて運営面でのア ドバイスや財政的な支援を行った。

(5)CCHメ イクアップ基礎習得プログラム

CCHに在籍する子ども達の、メイクアップ技術習得を目的にした 1年間の職業訓練を行った。年長の生

徒 2名 が、月に 1度プノンペン市内の美容院に行き、美容技術を学ぶための研修を受けた。2人は CCHに

戻って、美容院で学んだスキルを、希望する 18名 の下級生たちに教えた。このプログラムは、大阪の有

限会社スマイル様の全面的な支援によって実施された。

(6)成人識字教育

第 4期の識字事業は 2022年 9月 に開講し、現在 100名 の受講生が仕事と勉強を両立しながら合格を目
指し、勉強を続けている。第 4期識字クラスは 2023年 4月 に修了予定となる。

1-3 ボランティア派遣事業の主な実績
新型コロナウイルスの感染拡大状況と感染拡大防止を考慮 し、今年度は実施できなかった。

1-4 災害救援復興事業
(1)東 日本大震災

JHP協賛による宮城県三陸町への桜の本植樹活動において、これまでに植樹した桜は累計 1900本 にの

ぼる。

(2)お米一合運動
今般の新型コロナウイルス感染拡大により、人々の生活は大きく変化した。特に、ひとり親世帯や学

生アルバイ トの方々を中心に、雇用上めによる失業や、営業時間短縮に伴う収入減で、生活に困窮する

事態が増えている。せめて国民の主食であるお米だけでも切らさないようにと、当会は地域の社会福祉

協議会と協働して 「お米一合運動」に参加 してきた。この趣旨にご賛同頂いた方々から、多くのご支援
を頂き “フー ドバンクかながわ"を通じて、お米を必要とされている方々へお届けした。2021年 3月
から始めた「お米一合運動」は、2023年 3月 末までに、個人・団体を含め、お米現物 3,550kg、 支援金
総額 1,450,540円 、参加者延べ 356名 と、多くの皆さまからご賛同いただきました。

1-5 啓蒙活動事業の主な実績
【チャリティーコンサート】

第 17回 日となるコンサー トは、2022年 7月 30日 (土 )、 浜離宮朝日ホールにて開催された。

1-6 上記 1-1から 1-5の活動を支える組織運営に関する主な実績
(1)2022年度寄付件数は 661件、147,891,440円の寄付収入を得た。
(2)新 しい寄付の仕組みの「お宝エイ ド」は、2022年度に 30,906円 の寄付収入を得た。
(3)2006年より との連携で実施している、「カンボジア子ども教育基金」の活動を継

続した。

(4)助成金は 5件が採択され、各種事業を実施した。
(5)財源確保のための各種募集として、書き損じハガキ、未使用切手、デルタ航空マイルなどを募集 し
た。



1-7 運営面の主な課題

(1) 前年度よりも寄付総額は増加 しているが、寄付件数は減少している。つまり、個人単位の大国の

寄付をいただいている一方で、当会の活動に賛同し引き続き支援をして下さる会員 。支援者が減少

していることが分かる。また、公益財団法人や企業からの補助金・助成金・寄付などを継続的に受

けられたのは、当会が長きにわたり実績と信頼を積み重ねてきた結果と言える。2023年度以降も、

寄付金、助成金、会費、事業収益の各予算を達成させ、収益全体を安定的に維持させることが課題

となる。

(2)年 度末の会員数が 378名 で、これは主に会員・支援者の高齢化に加え、コロナの影響により新入
会員が減少したことによる。活動参加企業やカンボジア訪問者の新規入会の促進、若い世代の新規

会員増加に力を入れ、会員数を増加させることが課題となる。

2022年度はコロナの影響により活動自体が減少傾向にあり、組織運営面でいくつかの課題も挙げられ

た。その反面、上述の主な実績の通 り、各事業において多くの成果を得ることもできた。

カンボジアやネパールの安定した発展の為には、義務教育のよリー層の普及が重要な課題となってい

る。まだ、国内外で発生する災害への対応も含め、当会が担 うべき活動は一層広がることが想定される

ため、今後も各種の啓蒙活動を展開し、活動に対する理解者を増やしながら、より効果的な活動を継続

していきたいと考えている。



2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用【105,281】 千円)

定款に
記載された
事業名

事業内容 日時 場所

従事
者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

学校建設

小・中学校建設

(校舎 。付帯設備 )

通年 カンボジア 5人
14校 の

生徒・教員
5,947人

72,172

通年 4-r:*tV 6人
贈呈校

5校
約 2,000人

衛生教本配布 通年 カンボジア 5人
贈呈校

4校
1,097人

継続支援 (物資等) 通年 カンボジア 5人
贈呈校

4校
5,290人

候補校調査 通年 カンボジア 5人 6校 約 1,500人

教育支援事業

JICA草の根
パー トナシップ事業

初等科芸術教支援事業

通年 カンボジア 15人

教育省担当

行政官、教員

養成校教員、

対象郡教育

局及び 4校

の教員等

46人

10,985美術フォローアップ事業 通年 カンボジア 5人
対象 32校の

生徒・教員
約 9,600人

児童養護施設(CCH)支援 通年 カンボジア 5人 入所児童 30人

CCH・ アー ト・プロジェク ト 通年 カンボジア 7人 参加児童 94人

成人識字教育 通年 カンボジア 8人
識字クラス

教員・学習者
100人

災害救援
復興事業

東 日本大震災復興活動 通年 官城県南三陸町 15人
官城県三陸

町の住人
300人

1,347

お米一合運動 通年 川崎労福協 6人
神奈川県下

母子家庭
400人

啓蒙活動事業

機関紙発行

JHPニユース

(2回 )
CCH便 り
(1回 )

東京事務所 8人
会員

サポーター

1,441人

76人

3,907ホームページ 通年 東京事務所 1人 一般 20,245人

メールマガジン
通年 21回

発行
東京事務所 1人 会員/一般 1,114人

チャリティコンサー ト
2022`午 :

7月 30日
東京都内 17人 会員/一般 295人

組織運営に
関する事業

財源確保 通年
東京事務所

及び国内各所 10人 会員/一般 約 1,500人

10,317協力団体提携 随時
東京事務所

及び国内各所
5人 会員/一般 約 3,000人

各種会議 |'賄時
東京事務所
及び国内各所

10人 会員/一般 378人

運営管理 通年
東京事務所

及びカンボジア
5人 会員/一般 約 100人



(2)その他の事業

その他の事業に関しては、実施していない。



2023.3.31

活 動 計 算 書

令和4年 4月 1日 ～令和5年3月 31日

特定非営利活動法人 JHP'学校をつくる会

_             (単 位:円 )

1.5%

1.8%

95.5%

0.00o

l.1%

0.1%

90.2%

24.5。。

755%

科 目
特定非営利活動に
係る事業

´ゝ
=`
=:口

|

154.398.851 154,898,351

の 益

2.333.000

2,830,000

147.891.440
ｎ

）

1,685,640

158,771

Ⅱ 経常費用 105,281,156 105.281.156

95,001,257 95,001,257

1 ) 人 23.276.601 23.276.601

諄手当 20.627.214

雑給
ｎ

）

力費 330,692
（
υ

lr t給付費用 282.000

1,889,003

147.692

,費
ｎ

）

(2)事業費その他 :怪i 71,724,656 71,724,656

ヒ原価
（
Ｕ

葬
Ｘ 53,428.662

CCH 551.800

ロシ エ 1.477.453

海外教育支援援助費 69,563

レーニンク
607,423

644,710

く1 :光熱費 112,943

5.6:5,418

85.600

708,006

499,215

6,380

719,412

505,611
，
電 彗*斗 1.483,457

1,741,476

539.279

公 120,848

ム寄付金
ｎ

）

ｎ

）

1,496,914
ｎ

）

ｎ
）

1.279,646

准 30 840

根職金

峰 ___

疇諏葛膏:「
~

岡羅雨
~~~

岡課頭蓋
~~~

1法定福利費

「
穫弄市夏王雇
「

~~

:金

匝昼藝亜
=l重 ____

F需 霧
II

n票扇T一―
置田正壼≡三
睦盪堕___
1図書費
匡亜塵憂夏
=lL整 _旦__

□墨_堕墜

匿金轟=
塵臨≡



10.279,899 10.279,899

5,050,797 5,050,797

4,208.400
ｎ

）

161,240

60.000

608,757

12.400

(2)管理費その他 :晏: 5,229,102 5.229.102

!f言運搬費 380.568

貝 108.990

240.373

180,821

42,384

56.341

（
Ｕ

167.880
ｎ

）

*ヰ 255,535
妻予r所家賃 2.643.960

11.260
（
υ

ｎ
）

31,375

946.419

10,458

152,738

49,617.695 49,617.695

Ⅲ 経常外収益 2.028,904 2,028,904

為替差益 2,028,904

Ⅳ 経常外費用 907,222 907.222

為 iま;菫損 907.222

V正味財産増加 前期損益修正益 ｎ

）

50,739.377

70,000

50.669,377

90,450,068

141,119,445

9.8%

49.10。

50.9。。

]| 当 正

法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額
次期繰越正味財産額

話 会 響

12.管理費           |
賓 冒1~

1給料手当
瞬 藍
~~~~

固亜亘
=三=1退職給付費用

「
吾更福莉賣
~~

福利厚生費

1水道光熱費
日原更更面更
~~

日露 :萱膏事
~

晴野

「

一

田壁==印刷・里
修 繕 費

保 隣 *:

LL狙全墨___
1支払寄付金

1支払手数料

「
面百百
~~~~

I雑費

慣:層 接



貸借対照表

(2023年3月 31日現在 )

特定非営利活動法人 JHP口 学校をつくる会

(単位 :円 )

科 目 金額 科 目 金額

《資産の部》

【流動資産】

現金

当座預金

普通預金

外貨普通預金

郵便総合預金

郵便振替

1,406,850

2,323,574

125,298,947

1,820,041

777,121

5,498,819

《負債の部》

【流動負債】

未払法人税

未払消費税等

未払費用

未払金

預 り 金

70,000

66,200

75,962

66,168

77,380

現 預 金 計

未 収 金

棚卸資産

前払費用

立替金

仮 払 金

学校建設仮払金

137,125,352

132,000

542,804

495,000

0

1,528,557

0

流動負債 合計 355,710

負 (貢 の首IS含計 3bb,/1U

《正味財産の部》

【正味財産】

前期繰越正味財産

(う ち当期正味財産増加額)

90,450,068

50,669,377

流動資産合計

【固定資産】

車両運搬具

工具器具備品

敷  金

139,823,713

4

544,785

1,106,653

正味財産 計 141,119,445

正味財産の部 合計 141,119,445

固定資産合計 1,651,442

資産の部 合計 141,475,155 負債・正味財産合計 141,475,155



魅整諸塞2≧証
1.重要な会計方針
財務諸表の作成は、NPO法人会計基準 (2011年 4月 1日 2012年 3月 31日 一部改正 NPO法 人会計基準協議会)によっています

(1)固 定資産の減価償却の方法

有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定額法で償却をしています.

2 事業別損益の状況
事業別損益の状況は以下の通りです。

3.使途等が制約された寄付等の内訳
使途等が制約された寄付等の内訳は以下の通りです。

4 固定資産の増減内訳
固定資産の増減は以下の通りです。

(単位 :円 )

科  目 学校建設事業 教育支援事業
ぶ・ランティア派遣
事業

災害救援復興
事業

啓蒙活動/収益事

業
特別基金 JICA 事業費計

【経常収益】

経常収益 計 75,171,196 5,973,572 886,770 2,025,640 119

“

84,057,341

受取寄付金 75,116,194 4,908,288 886,770 300,000 81,211,252

受贈益

受取助成金等 1,000,000 40,000 1,040,000

事業収益 1,685,640 1,685,640

その他収益 55,002 65,284 119 44 120,449

【経常費用】

事業費 計 72,172,731 10,985,322 1,347,373 5,607,616 4,898,444 95,011,486

事業費人件費 8,021,137 7,108,467 10,486 3,284,354 4,852,157 23,276,601

事業費その他経費計 64,151,594 3,876,855 1,336,887 2,323,262 46,287 71,734,885

売上原価

建設費 53,428,662 53,428,662

プロプェ外物資 754,594 199,377 523,482 1,477,453

トレーニンク塚寄

旅費交通費 2,623,265 2,309,589 602,925 47,870 31,772 5,615,421

賃倍料 851,228 56,429 38,610 537.190 1,483,457

事務所家賃 1,741,476 1,741,476

その他経費 4,752,369 1,311,460 171,870 1,738,202 14,515 7,988,416

当期経常増減額 2,998,465 -5,011,750 -460,603 -3,581,976 119 -1,898,400 -10,954,115

内  容 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 考

37,186,760

5,540,119

1,522,236

200,000

2,497,131

75,116,194

4,908,187

33,161

0

886,770

58,421,866

5,658,214

660

0

1,307,739

53,881,088

4,790,092

1,554,737

200,000

2,076,162

連合■のカン′ヽ 900.OOO

学校建設事業

教育支援事業

OHP・藤原紀香子ども教育基金 )

ボランティア派遣事業

災害救援復興事業

合 言十 46946.246 80.944.31 65.388.479 62.502.079

科  目 取得価額 期首帳簿価額 期中増加額 期中減少額 当期償却額 期末帳簿価額 償却累計額

有形固定資産

車両運搬具

HI― LUX(JHP― C)

Hl― ACE(JHP― D)

HI-1.UX(JllP― A)

TOYOTA Fo■ uner(2013)

**車両及び運搬具 計 **

3,768,300

2,637,144

2,599,750

3,560,050

1

1

1

1,186,684

0

0

0

1,186,683

0

0

0

1,186,683 1

3,768,299

2,637,143

2,599,749

3,560,049

12.565.240

工具器具備品

コヒ
°一機

パソコン

コヒ・―機

ルーター

**器具及び備品 計 **

210,000

338,310

110,080

459,657

156,871

1

31,667

459,657

156,871

0

0

0

0

0

0

61,287

10,458

1

0

1

398,370

146,413

209,999

306,643

110,079

61,287

10,458

698_466

投資その他の資産

敷金 1,106,653 1,106,653 0 1,106,653

合  計 14,946,815 1,218,356 1,186,683 2,365,081 544,789 14,370,359

|



5 役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引の内容は以 ドの通りです。

科  目 財務諸表に 計
上された金額

内役員及び  近
親者との取引

(活動計算書)

受取寄付金 1,000,000

以 上

|

147,8914401



事 業 報 告 用

財 産 目 録
(2023年3月 31日 現在 )

特定非営利活動法人 JHP・学校をつくる会

科 目 金 額

1,406,850

2,323,574

125,298,947

1,820,041

777,121

5,498,819

132,000

542,804

495,000

0

1,528,557

0

137,125,352

139 713

2,698,361

1

544,789

1,106,653

4

544,785

1,106.653

355,710

355,710

70,000

66,200

75,962

66,168

0

77,380

141,119,445

流 動 資 産

現金預金

現 金
当座預金

普通預金

外貨普通預金

郵便総合預金

郵便振替

その他流動資産

未収金

棚卸資産

前払費用

立替金

仮払金

学校建設仮勘定

正 味 財 産 合 計

I資 産 の 部

流 動 資 産 合 計

固 定 資 産 合 計

Ⅱ負 債 の 部

金

金

金

払

受

り

未

仮

預

流 動 負 債 合 計

2固 定 負 債

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

2固 定 資 産
有形固定資産

車両運搬具

工具器具備品

投資その他の資産

敷金

資 産 合 計

流 動 負 債

未払法人税

未払消費税

未 払 費 用



書式第 18号 (法第 28条関係 )

2022年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並

びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿 )

竺赳壁董壁理止△_二旦旦
=登
塑亜丞五全

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

図以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
日各役員について、親族の規定に違反 していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)

氏   名

⌒

鯉ヲ 監事

(ササヒラミエコ) 2022年 4月 1日 ～

2023年 3月 31日
な し

笹平 美江子

/´｀ヽ

建輩ジ ・監事
(サエキランコ) 2022年 4月 1日 ～

2023年 3月 31日
な し

佐伯 蘭子

/´｀ヽ

使輩ジ ・監事
(ヤマオカンュウイチ) 2022年 4月 1日 ～

2023年 3月 31日
な し

山岡 修一

′
´~｀
ヽ

建警ジ ・監事
(サヤリュウイチ) 2022年 4月 1日 ～

2023年 3月 31日
な し

佐谷 隆一

/´｀ヽ

建警ジ ・監事
(ワ キタ トモコ) 2022+4F rF -

2023+.3F3rE な し

脇田 知子

/~｀ ヽ

建警ヲ ・監事
(ヨ シオカケンジ) 2022年 4月 1日 ～

2023年 3月 31日
な し

吉岡 健治

/´
｀
ヽ

建警ジ ・監事
(アオノタツシ) 2022年 4月 1日 ～

2023年 3月 31日
な し

青野 達司

/´
｀
ヽ

理事・嶋奎ジ

(タ カハシヒサシ) 2022年 4月 1日 ～

2023年 3月 31日
な し

高橋 久

/~｀ ヽ

建輩ジ ・監事
(イ トウタエコ) 2022年 4月 1日 ～

2023年 3月 31日
な し

伊藤 多栄子

10
′
´~｀
ヽ

鯉ジ 監事

(ナカゴミヨシタカ ) 2022年 4月 1日 ～

2023年 3月 31日
な し

中込 祥高

事 業 報 告 用



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

11
2022年 4月 1日 ～

2023年 3月 31日
な し監 事〇

(ヤカベサキ)

矢加部 咲



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

2023年 3月 31日 現在

特定非営利活動法人  JHP・ 学校をつくる会

氏    名

笹平 美江子

佐伯 蘭子

山岡 修一

月
十 佐谷 隆一

脇田 知子

青野 達司

吉岡 健治

伊藤 多榮子

高橋 久

10 中込 祥高

11 矢加部 咲


